
西脇市金蔵山植物採集記

( 第四回生物学会採集会〉

雨上がりの清々しい金蔵山採集会、この山は海抜 370
m 程で現在は兵庫県立自然公園の指定を受けており、こ
の地方ではごく普通の山である。頂上近くに金蔵山ユー
スホステルがあり、宿泊、昼食など至極便利なハイキン
クeコースでもあり、採集地でもある。麓の金蔵寺別院か
らの登山道を登るのが普通の採集コースで、この地方で
も植物の豊富な山の一つで、ある。特に珍しいと言う植物
こそないが普からの聖域で樹木もよく茂久我々にとっ
ては楽しい山でもある。麓からしばらくの聞は登山道に
治って小川が流れ澄みきった清水が音高く流れている。
別院の庭先から採集を始める。今はシライトソウの白い
花が随所に見られ、秋になればアケボノソウが可愛L、ぃ
花を- f: l 氏、開いて主主山者の白を楽しませてくれる。水辺
にはキγキヤマスゲ、ヤワラスゲなどスゲの仲間やイヌ
ガンソ夕、イノデ、ゼンマイなどのシダ類も沢山生育し
ている。急坂にかかるまでのしばらくの登山道治いには
フタリシズカの可憐な花が沢山見られる。ヤマホトトギ
ス、マツカゼソウ、チャルメノレソウ、ムロウテンナンシ
ョウ、ミカエリソウにまじってベニシダ、カラクサイヌ
ワラピ、ミヤマイタチシダ、ヒカゲノカズラなどがこの
辺りにある。さらに愛るにつれ両側にはマムシク守サ、ホ
ウチャクソウ、ウマノアシガ夕、キクバオオレン、ウパ
ユリ、トリアシショウマ、ヒロハノトンボソウ、ホラシノ
ブ、ミツデウラボシ、ヨウラクツツジなど、次から次へ
と目まぐるしいほどの種類が呂に入ってくる。途中谷川|
を渉って登るがここに地蔵尊があり、清水で喉をうるほ
してー怠入れる。ここにはサネカズラ、イワガラミなど
の蔓植物があり、ミミナグサ、リョウメンシダ、コパノイ
シカク守マ、エガナ、シハイスミレ、キンミズヒキ、 ドク
ダミ、コアカソ、シソバタツナミ、ヤブムラサキ、タニ
ウツギなどが点々と生育している。この谷川に治って叢
の中を下って行けば貴重な植物がみられるかも知れない
と思いながらも時間がないのでさらに登る。ここまで約
1時間半、ここから本堂まではもう% ぐらいである。ウ
スギヨウラク、モミジイチゴ、ナンキンナナカマド、ウ
ラジロノキ、リョウメンシダ、ベニシダ、マノレパベニシ
ダなどが路端に点在する。マメヅタやウチワゴケも処々
に見られる。崖の上にはクロソヨゴの新緑が登山者の目
を引き、アセどの白い花が半分散りかけた姿で‘歓迎して
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くれる。モミの大木の根元にはヤダケの群第がみられ、
フウリンウメモドキが長い枝を垂れている。昼過ぎ本堂
に到着昼食をとる。普段は誰もいない本堂に、今日は我
々のために住職の奥方が来られてお茶のサーピスをして
下さる。ユースホステル利用者名簿に記名し、一金二十
円也を支払う。前栽にはシャクナゲの大木が二株あり、
し、かにも山中の庭園らしい風情である。サツキやツツジ
の植え込みに混ってマンリョウ、ニワフグがあり、オノ
マンネングサの黄色い花が満開だ。チドメグ、サ、カラス
ピシャクもあり石垣の近くにはササユリが至る所に奮を
ふくらませている。もう半月もすればこの花の香いで一
杯になるだろう。本堂裏の谷間に一面のりョウメンシダ
の群生地があり、しばしその壮観に魅せられ歩を止め
る。ここから登山道は狭く急坂になり奥の院へと続く、
いたる所にベユドウダンのちょうちん型の花が咲き美し
い。ササユリも多い。アブラギリの一風変った花の咲い
たのが3 、 4 株珍しい植物、奥の院は大きな岩場で行者
が訪れる所である。ここはシダが特に多くシダの宝庫と
も言える。コウヤコケシノブ、シノブ、ミヤマイタチシ
ダ、イワヒメワラビをはじめヌリトラノオ、イワトラノ
オ、ナライシダ、オオキジノオシダ、キジノオシダ、シ
シラン、イワハリガネワラビ、ウスヒメワラピなど枚挙
に畷ない程のシダが群生している。
下山したのは午後 4 時頃、再度の訪問を約して住職に

別れを告げ車上の人となる。最後に当日の採集品を挙げ
て採集記を終る。
ミゾシダ、 シシガシラ、 ヤマイタチシダ、 ヤワラシ

ダ、コシダ、イヌシダ、ヒロハベニシダ、ノキシノブ、
ヒメノキシノブ、ヒトツパ、キヨタキシダ、ホソパイヌ
ワラピ、クマワラビ、ハカタシダ、ヤプソテツ、ウスパ
サイゴクベニシダ、ホソパシケシダ、サジガンクピソウ、
ヤマスズメノヤリ、カクミノスノキ、ネズミガヤ、キッ
コウハグマ、サイゴクミツパツツ夕、コベェドウダン、
ウシコロシ、リンドウ、アクシバ、ノリウツギ、ピロウ
ドイチゴ、フユイチゴ、タケニグサ、コシアブラ、ツノレ
ニガナ、オニタビラコ、テイカカズラ、ミズキ、ネジキ、
コパノミツバツツジ、モチツツジ、ソヨゴ、クロモジ、
アセビ、ニガイチゴ、アオキ、モミ、アカメモチ、コウ
ヤマキ、ツルグミ、アラカシ、ショウジョウバカマ、ノ
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ギラン、ヒウガミズキ、キクパヤマボクチ、イタジイ、
コジイ、アキノキリ γソウ、アカメガシワ、ミズヒキ、
コウヤボウキ、シャガ、ツノレコウゾ、キランソウ、クサ
ギ、ヤフシ、ギ、カキラン、ヤブジラミ、コマツナギ、ナ
デシコ、ゲンノショウコ、オヤプマオ、イタドリ、ツユ
クサ、ハコベ、ホオズキ、カスマクーサ、キツネアザミ、
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朝早くからの凄い雨で出足が鈍り、肌寒い感じで折角
美しく飾った会場も満員にならなかった。
議事に入り第20回総会は神戸地区陸学園となり、夏期
研修も決まり、森生物研究奨励金援与では、三木顕一
氏、藤本義昭氏が会員の拍手によって迎えられた。昼食
は隣の特設コーナーでブラジル物産展を見ながら、そし
て海外移住事業団の提供でブラジルコーヒーの特別サー
ピスを受け、なごやかにお互の友情を交換し合った。
午後、例によって塚本洋太郎先生の「菌芸植物の歴史

的発展と現状」と題してのお話しとスライドで、楽しく
欧州各地の美術史上に残る植物を見せて戴き、本当に面
白かった。会員発表は
。兵庫県香住地区における採種用タマネギについて

タチイヌノフグワ、アオカモジグ、サ、イヌガラシ、オオ
アレチノギ夕、ヤエムグラ、ヤマムグラ、ジシパリ、オ
トコヘシ、 ウシノケクーサ、 タネツケバナ、 ミツパアケ
ピ、バアソプ、ヤブコウジ、マメヅタラン、ミヤマシキ
ミ、ツノレアリドオシ、コハウチカエデ、ツノレリ γ ドウ、
ボタ γズル……。

(Botytis菌について) 前回巳之助氏
。日本産スミレ属の分類と生態 三木願一氏
。イネ科植物の小舌部の特徴について藤本義昭氏
。ブラジルの生物棺について 高島義雄氏

などがあって 4時30分頃無事終了。宿泊する人は雨の中

の風物詩で終る。
。ブラジノレの生物についてのスライド 高島義雄氏
明けて第 2 日 (5月31日( 月) ) は、昨日に変ってまっ

たくの好天に恵まれ、採集中止と言って連絡しておいだ
第 1 日目の予定を変更せざるを得なくなり、自家用車で
金蔵山へ採集に行く 8名を残して、 30名余りは見学の道
へ急いだ。
。小沢染色工業株式会社
。播州紡績株式会社
。小沢織物株式会社
。播州織物工業協同組合加工場

を見学し、午後 2時頃解散する。
( 文責平田)

三木願ー先生学位ご受領

この度 (12月23日) 、スミレの三木順一先生が京都大学から医学博士の学位を受領されました。
先生は医者としては勿論のこと、スミレのご研究、野外の植物と動物、ことにミツバチのご研究では私のご紹介

するまでもなく有名な方です。

なお一層、私どもの羨しいことは、先生ご一家がお揃いで自然物のご研究者であることです。

学位受領のお祝とともに、ますますご健康でわれわれ会員のご指導をお願いしましてお祝の言葉といたします。

( 室井綜)
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